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第１章 少子化などに関する意識 

１―１ 少子化への危機感 

少子化への危機感については、「多少危機感を感じている」が 47.4％と最も多く、「大

変危機感を感じている」（29.1％）とあわせて『危機感を感じている』が 76.5％となっ

ている。一方、「あまり危機感を感じていない」（11.1％）と「全く危機感を感じてい

ない」（1.9％）をあわせた『危機感を感じていない』は 13.0％となっている。  

男女別では、「大変危機感を感じている」（男性 37.6％、女性 24.4％）で男性の割合

が高くなっている。  

年齢別では、年代が上がるほど「大変危機感を感じている」の割合が高くなっている。  

子どもの有無別では、子どもを持つ場合に「大変危機感を感じている」の割合が高く

なっており、特に子どもを持つ男性では「大変危機感を感じている」が 45.8％と、その

傾向が顕著である。  

 

 

図１－１ 少子化への危機感  

N=1,387          

 

 

 

 

 

 

 

 

表１－１ 少子化への危機感  

  回答者数 

危機感を感じている 

どちらともい

えない 

危機感を感じていない 

わからない 無回答 
  

大変危機感

を感じてい

る 

多少危機感

を感じてい

る 

  

あまり危機

感を感じて

いない 

全く危機感

を感じてい

ない 

総数 1387 76.5% 29.1% 47.4% 8.1% 13.0% 11.1% 1.9% 2.0% 0.3% 

男女別                     

 男性 492 79.7% 37.6% 42.1% 6.5% 11.4% 8.1% 3.3% 2.0% 0.4% 

 女性 816 75.1% 24.4% 50.7% 8.8% 14.2% 13.1% 1.1% 1.6% 0.2% 

年齢別                     

 20 歳代 316 68.0% 21.5% 46.5% 8.9% 19.3% 15.5% 3.8% 2.8% 0.9% 

 30 歳代 463 76.7% 26.3% 50.3% 7.3% 14.7% 13.4% 1.3% 1.3% 0.0% 

 40 歳代 527 82.5% 36.8% 45.7% 8.0% 7.8% 6.6% 1.1% 1.5% 0.2% 

性別・子どもの有無                     

 男性子ども無し 225 72.9% 28.4% 44.4% 8.0% 15.6% 10.2% 5.3% 3.1% 0.4% 

 男性子ども有り 262 86.3% 45.8% 40.5% 5.3% 7.6% 6.1% 1.5% 0.8% 0.0% 

 女性子ども無し 308 70.1% 21.4% 48.7% 10.4% 16.6% 14.9% 1.6% 2.6% 0.3% 

 女性子ども有り 507 78.3% 26.2% 52.1% 7.7% 12.8% 12.0% 0.8% 1.0% 0.2% 

 

  

29.1% 47.4% 8.1% 11.1%

1.9%

2.0%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大変危機感を感じている 多少危機感を感じている どちらともいえない

あまり危機感を感じていない 全く危機感を感じていない わからない

無回答



11 

 

83.0%

63.9%

31.3%

18.5%

16.4%

2.8%

1.0%

1.2%

1.8%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年金や医療費の負担など、社会保障に与える影響について

労働力人口の減少など、経済活力に与える影響について

過疎化の一層の進行など、社会の活力に与える影響について

切磋琢磨し合う同年代の子どもの減少など、子どもの健全な成長に与える影響について

学校の減少など、身近な日常生活に与える影響について

その他

少子化問題については関心がない

特にない

わからない

無回答

切磋琢磨し合う同年代の子どもの減少など、子どもの健全な成長に与える影響について

１－２ 少子化が与える影響 

少子化が与える影響については、「年金や医療費の負担など、社会保障に与える影響

について」が 83.0％と最も多く、次いで「労働力人口の減少など、経済活力に与える影

響について」が 63.9％となっている。  

男女別では、今回提示した選択肢については概して女性の方が男性より影響を大きく

とらえているが、「労働力人口の減少など、経済活力に与える影響について」（男性 67.3％、

女性 62.1％）で男性の割合が高くなっている。  

子どもの有無別では、「年金や医療費の負担など、社会保障に与える影響について」

（男性のみ）、「学校の減少など、身近な日常生活に与える影響について」や「切磋琢

磨し合う同年代の子供の減少など、子どもの健全な成長に与える影響について」の割合

は子どもがいる方が５ポイント以上高くなっている。  

 

図１－２ 少子化が与える影響（いくつでも選択）  

N=1,387  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１－２ 少子化が与える影響（いくつでも選択）  

  回答者数 年金や医療

費の負担な

ど、社会保

障に与える

影響につい

て 

労働力人口

の 減 少 な

ど、経済活

力に与える

影響につい

て 

過疎化の一

層の進行な

ど、社会の

活力に与え

る影響につ

いて 

切磋琢磨し

合う同年代

の子どもの

減少など、

子どもの健

全な成長に

与える影響

について 

学校の減少

など、身近

な日常生活

に与える影

響について 

その他 少子化問題

については

関心がない 

特にない わからない 無回答 

総数 1 ,387  83.0% 63.9% 31.3% 18.5% 16.4% 2.8% 1.0% 1.2% 1.8% 0.3% 

男女別                       

 男性 492 81.1% 67.3% 29.5% 17.3% 15.4% 2.8% 1.0% 1.4% 2.4% 0.2% 

 女性 816 85.0% 62.1% 32.7% 20.0% 17.9% 2.9% 0.7% 0.9% 1.2% 0.4% 

年齢別                       

 20 歳代 316 80.4% 62.7% 30.1% 14.9% 15.2% 2.2% 0.6% 1.3% 2.5% 0.9% 

 30 歳代 463 84.7% 61.8% 31.3% 20.1% 17.9% 3.7% 0.9% 0.4% 1.5% 0.0% 

 40 歳代 527 84.4% 67.0% 32.4% 20.5% 17.3% 2.7% 0.9% 1.5% 1.3% 0.2% 

性別・子どもの有無                       

 男性子ども無し 225 77.3% 66.2% 31.6% 14.7% 12.0% 2.2% 0.9% 2.2% 3.6% 0.0% 

 男性子ども有り 262 85.5% 69.1% 27.9% 19.8% 18.7% 3.4% 1.1% 0.8% 0.8% 0.0% 

 女性子ども無し 308 83.4% 61.7% 32.1% 16.2% 13.6% 3.9% 1.3% 1.3% 1.3% 0.6% 

 女性子ども有り 507 86.0% 62.3% 33.1% 22.3% 20.3% 2.4% 0.4% 0.6% 1.2% 0.2% 

  

(83.4%) 

(59.6%) 

(31.4%) 

(22.1%) 

(22.7%) 

※ (    )は前回調査  

(2.6%)  

(1.4%)  

(1.3%)  

(0.3%)  

(0.9%)  
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１－３ 安心して子どもを産み育てることができる社会のための施策  

安心して子どもを産み育てることができる社会を実現するために何が重要か聞いたと

ころ、「安定した雇用など、生活基盤を確保すること」が 64.7％と最も多く、次いで「子

育てにかかる経済的負担を軽減すること」が 54.9％となっている。  

男女別では、「安定した雇用など、生活基盤を確保すること」（男性 69.1%、女性 62.0%）

や「子育てにかかる経済的負担を軽減すること」（男性 60.0%、女性 51.8%）で男性の

割合が高い一方、「ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの推進や休暇制度の充実など、子育てしやすい職場環境

を整備すること」（男性 38.8%、女性 45.8%）などで女性の割合が高くなっている。  

年齢別では、「安定した雇用など、生活基盤を確保すること」は年代が上がるほど、

「ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの推進や休暇制度の充実など、子育てしやすい職場環境を整備すること」

「安心して妊娠・出産、子育てできる医療体制を整備すること」は年代が下がるほど、

割合が高くなっている。  

性別・子どもの有無別では、子どもがいない男性で「安定した雇用など、生活基盤を

確保すること」が高くなっている。施策別では、「子育てにかかる経済的負担を軽減す

ること」は子どもがいる男性が、「ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの推進や休暇制度の充実など、子育てし

やすい職場環境を整備すること」や「安心して妊娠・出産、子育てできる医療体制を整

備すること」は子どもがいない女性が多く選んでいる。  

 

 

図１－３ 安心して子どもを産み育てることができる社会のための施策（３つ選択）  

N=1,387    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.7%

54.9%

43.2%

30.9%

20.5%

19.5%

13.8%

9.2%

6.8%

6.5%

1.8%

0.6%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

安定した雇用など、生活基盤を確保すること

子育てにかかる経済的負担を軽減すること

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの推進や休暇制度の充実など、子育てしやすい職場環境を整備すること

安心して妊娠・出産、子育てできる医療体制を整備すること

保育サービスの量的・質的充実を図ること

育児の不安感・孤立感を解消し、楽しく子育てできる環境をつくること

防犯や交通事故防止など、安全な子育て環境を確保すること

行政、県民、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・NPO、企業等社会が一体となって子育てを応援すること

子育て世帯に適した住宅の確保など、子育てしやすい居住環境を整備すること

学校教育の充実を図ること

その他

わからない

無回答

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの推進や休暇制度の充実など、子育てしやすい職場環境を整備すること
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表１－３ 安心して子どもを産み育てることができる社会のための施策（３つ選択）  

  回 答 者

数 

安 定 し

た 雇 用

など、生

活 基 盤

を 確 保

す る こ

と 

子 育 て

に か か

る 経 済

的 負 担

を 軽 減

す る こ

と 

ﾜｰｸﾗｲﾌ

ﾊﾞﾗﾝｽの

推 進 や

休 暇 制

度 の 充

実など、

子 育 て

し や す

い 職 場

環 境 を

整 備 す

ること 

安 心 し

て 妊

娠 ・ 出

産、子育

て で き

る 医 療

体 制 を

整 備 す

ること 

保 育 サ

ー ビ ス

の 量

的・質的

充 実 を

図 る こ

と 

育 児 の

不 安

感・孤立

感 を 解

消し、楽

し く 子

育 て で

き る 環

境 を つ

く る こ

と 

防 犯 や

交 通 事

故 防 止

など、安

全 な 子

育 て 環

境 を 確

保 す る

こと 

行政、県

民、ﾎﾞﾗﾝ

ﾃ ｨ ｱ ・

NPO 、

企 業 等

社 会 が

一 体 と

な っ て

子 育 て

を 応 援

す る こ

と 

子 育 て

世 帯 に

適 し た

住 宅 の

確 保 な

ど、子育

て し や

す い 居

住 環 境

を 整 備

す る こ

と 

学 校 教

育 の 充

実 を 図

ること 

その他 わ か ら

ない 

無回答 

総数 1,387 64.7% 54.9% 43.2% 30.9% 20.5% 19.5% 13.8% 9.2% 6.8% 6.5% 1.8% 0.6% 0.9% 

男女別                             

 男性 492 69.1% 60.0% 38.8% 28.3% 17.9% 18.7% 11.6% 9.8% 5.9% 7.7% 2.2% 0.8% 0.6% 

 女性 816 62.0% 51.8% 45.8% 32.2% 22.7% 20.5% 15.0% 8.9% 7.5% 5.8% 1.7% 0.1% 0.9% 

年齢別                             

 20 歳代 316 60.1% 57.0% 49.7% 35.8% 24.1% 20.3% 9.8% 6.6% 8.5% 6.0% 1.3% 0.3% 1.3% 

 30 歳代 463 63.9% 59.6% 42.5% 32.2% 21.2% 17.3% 16.4% 7.6% 7.3% 4.8% 1.7% 0.0% 0.4% 

 40 歳代 527 68.1% 49.7% 39.8% 26.4% 18.6% 21.6% 13.7% 12.3% 5.5% 8.3% 2.5% 0.8% 0.8% 

性別・子どもの有無                             

 男性子ども無し 225 73.3% 55.6% 40.4% 30.2% 15.6% 17.8% 12.0% 8.9% 8.4% 6.7% 1.8% 0.9% 0.9% 

 男性子ども有り 262 66.0% 64.9% 38.2% 26.7% 20.2% 19.8% 11.5% 10.7% 3.8% 8.8% 2.7% 0.0% 0.0% 

 女性子ども無し 308 56.5% 50.0% 48.7% 39.3% 21.1% 25.0% 10.4% 6.5% 7.1% 3.6% 1.3% 0.3% 1.3% 

 女性子ども有り 507 65.3% 53.1% 44.2% 27.8% 23.7% 17.8% 17.8% 10.5% 7.7% 7.1% 2.0% 0.0% 0.6% 

就業形態別                             

 正社員・正規職員 570 63.9% 55.3% 47.2% 30.2% 21.9% 18.1% 10.5% 9.5% 6.3% 7.2% 1.8% 0.5% 1.1% 

 派遣・契約・期限付きの社員・職員 78 60.3% 51.3% 41.0% 39.7% 23.1% 23.1% 12.8% 10.3% 12.8% 2.6% 0.0% 0.0% 1.3% 

 パート・アルバイト・非常勤 272 65.8% 52.9% 43.4% 29.8% 20.2% 19.5% 16.5% 9.2% 6.6% 4.0% 2.6% 0.4% 0.0% 

 自営業・家族従業 80 65.0% 60.0% 27.5% 31.3% 23.8% 23.8% 7.5% 11.3% 5.0% 11.3% 3.8% 0.0% 0.0% 

 内職・在宅勤務 13 53.8% 53.8% 38.5% 23.1% 15.4% 7.7% 38.5% 23.1% 7.7% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 

 学生 66 66.7% 56.1% 54.5% 33.3% 18.2% 18.2% 10.6% 6.1% 6.1% 9.1% 3.0% 0.0% 1.5% 

 専業主婦・主夫 172 64.5% 61.0% 36.6% 27.9% 19.2% 20.9% 22.1% 8.1% 8.7% 4.7% 1.7% 0.0% 1.2% 

 無職 44 75.0% 40.9% 38.6% 38.6% 15.9% 31.8% 15.9% 4.5% 4.5% 6.8% 0.0% 0.0% 0.0% 

 その他 8 87.5% 25.0% 37.5% 37.5% 25.0% 12.5% 12.5% 25.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 

１週間の労働時間別                             

 20 時間未満 172 62.2% 55.2% 41.3% 29.1% 20.3% 17.4% 17.4% 11.6% 9.3% 7.0% 1.2% 0.6% 0.0% 

 20～40 時間未満 226 64.6% 50.9% 43.8% 30.5% 21.7% 17.3% 15.0% 10.6% 6.2% 7.1% 3.1% 0.4% 0.4% 

 40～50 時間未満 327 62.4% 55.7% 44.3% 33.6% 22.9% 19.6% 9.2% 8.3% 7.0% 6.4% 1.5% 0.3% 0.6% 

 50～60 時間未満 136 67.6% 57.4% 41.2% 30.9% 19.9% 22.8% 13.2% 8.1% 8.1% 5.1% 1.5% 0.0% 1.5% 

 60 時間以上 132 65.9% 56.1% 47.0% 25.0% 21.2% 22.0% 9.8% 12.1% 4.5% 6.8% 2.3% 0.0% 1.5% 

世帯年収別                             

 300 万円未満 157 69.4% 53.5% 36.3% 26.1% 14.6% 24.8% 18.5% 8.3% 10.2% 7.0% 1.9% 0.0% 0.0% 

 300 万円以上 500 万円未満 343 64.7% 58.9% 42.6% 30.6% 20.1% 21.3% 14.6% 10.5% 8.5% 5.8% 1.2% 0.6% 0.3% 

 500 万円以上 700 万円未満 351 63.5% 56.7% 39.9% 34.5% 17.9% 17.1% 14.8% 7.1% 6.3% 8.3% 1.7% 0.0% 1.4% 

 700 万円以上 1,000 万円未満 268 65.3% 53.4% 48.5% 27.2% 24.6% 20.5% 11.9% 11.9% 4.1% 4.1% 2.2% 0.0% 0.7% 

 1,000 万円以上 135 61.5% 49.6% 49.6% 32.6% 31.1% 13.3% 7.4% 8.9% 6.7% 6.7% 4.4% 0.0% 1.5% 

一緒に暮らしている人別                             

 配偶者（事実婚を含む） 808 64.1% 56.2% 42.7% 29.2% 22.2% 19.2% 15.7% 9.8% 5.9% 7.3% 1.9% 0.1% 0.6% 

 子ども 745 65.1% 57.6% 42.4% 27.4% 22.3% 18.7% 15.8% 10.5% 6.4% 7.9% 2.3% 0.0% 0.4% 

 自分の父 402 65.9% 55.5% 42.3% 31.6% 18.4% 20.4% 11.9% 8.2% 7.0% 6.0% 2.0% 0.7% 1.2% 

 自分の母 451 65.4% 55.2% 41.0% 34.6% 18.0% 20.8% 10.9% 8.2% 7.8% 6.4% 1.6% 0.7% 0.9% 

 配偶者の父 67 67.2% 46.3% 40.3% 23.9% 31.3% 20.9% 20.9% 17.9% 9.0% 3.0% 1.5% 0.0% 0.0% 

 配偶者の母 105 64.8% 45.7% 41.0% 26.7% 29.5% 19.0% 22.9% 15.2% 7.6% 4.8% 1.9% 0.0% 1.0% 

 自分のきょうだい 189 63.5% 63.0% 43.9% 36.0% 15.9% 18.5% 9.5% 4.8% 5.8% 6.3% 2.1% 1.6% 1.1% 

 その他 107 65.4% 52.3% 53.3% 32.7% 23.4% 17.8% 6.5% 8.4% 10.3% 5.6% 3.7% 0.0% 1.9% 

 

 

  



14 

 

0.8%

41.0%

51.6%

3.2%

15.4%

12.5%

47.3%

31.0%

24.0%

43.5%

10.5%

8.7%

3.2%

1.4%

0.2%

0.9%

0.1%

0.1%

0.1%
1.0%

0.6%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理想子ども数

現在の子ども数

今後持つつもりの子ども数

0人 1人 2人 3人 4人 5人 8人 無回答

１－４ 理想子ども数と予定子ども数  

理想子ども数は、2 人が 47.3％と最も多く、次いで 3 人が 43.5％となっており、理想

子ども数の平均は 2.48 人となっている。  

現在の子ども数と今後持つつもりの子ども数の合計（予定子ども数）の平均は 2.07

人で、理想子ども数との差は 0.41 人である。  

前回調査では、理想子ども数は 2.57 人、現在の子ども数と今後持つつもりの子ども数

の合計（予定子ども数）の平均は 2.17 人で、理想子ども数と予定子ども数の差は 0.4 人

であり、ほとんど変化がない。なお、全国と比較すると、理想子ども数は全国より 0.06

人多い。  

男女・年齢別では、男女ともに年代が若いほど理想子ども数が少なくなっている。  

理想子ども数と予定子ども数の差についてみると、世帯年収別では、 300 万円未満で

予定子ども数が 1.83 人と少なく、理想子ども数と予定子ども数の差も 0.70 人と大きく

なっている。  

 

図１－４－１  理想子ども数と予定子ども数  

N=1,387          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－４－２  平均理想子ども数と予定子ども数（全国比較）  

愛知県：N=1,387 全国：N=6,490         
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図１－４－３  理想子ども数と予定子ども数（前回調査）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－４－４  平均理想子ども数と予定子ども数（前回調査）  
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表１－４ 理想子ども数と予定子ども数（理想－予定）       （人）  

 
理想の  

子ども数  

予定の子ども数  

差  

（Ａ -Ｂ） 

現在の  

子ども数  

今後持つつも

りの子ども数 

計  

（Ｂ）  

全体  2.48 1.16  0.91  2.07 0.41 

性別            

男  2.48 1.09  0.99  2.08 0.40 

女  2.48 1.20  0.87  2.07 0.41 

年齢別            

20 歳代  2.38 0.24  1.81  2.05 0.33 

30 歳代  2.50 1.27  0.93  2.20 0.30 

40 歳代  2.53 1.62  0.36  1.98 0.55 

男女・年齢別            

男・ 20 歳代  2.23 0.14  1.71  1.85 0.38 

男・ 30 歳代  2.54 1.09  1.15  2.24 0.30 

男・ 40 歳代  2.57 1.58  0.51  2.09 0.48 

女・ 20 歳代  2.46 0.30  1.86  2.16 0.30 

女・ 30 歳代  2.48 1.36  0.81  2.17 0.31 

女・ 40 歳代  2.50 1.64  0.25  1.89 0.61 

居住地域別            

名古屋地域  2.46 1.12  0.87  1.99 0.47 

尾張地域  2.50 1.26  0.86  2.12 0.38 

西三河地域  2.50 1.10  1.01  2.11 0.39 

東三河地域  2.52 1.08  1.05  2.13 0.39 

就業形態別            

正社員・正規職員  2.49 1.03  1.03  2.06 0.43 

派遣・契約・期限付きの社員・職員  2.38 0.72  1.16  1.88 0.50 

パート・アルバイト・非常勤  2.44 1.53  0.54  2.07 0.37 

自営業・家族従業  2.62 1.59  0.79  2.38 0.24 

内職・在宅勤務  2.54 2.08  0.46  2.54 0.00 

学生  2.41 0.00  1.97  1.97 0.44 

専業主婦・主夫  2.57 1.65  0.67  2.32 0.25 

無職  2.19 0.23  0.91  1.14 1.05 

その他  2.88 1.38  1.13  2.51 0.37 

労働時間別            

20 時間未満  2.53 1.53  0.60  2.13 0.40 

20～ 40 時間未満  2.42 1.37  0.68  2.05 0.37 

40～ 50 時間未満  2.45 0.90  1.06  1.96 0.49 

50～ 60 時間未満  2.52 1.07  1.08  2.15 0.37 

60 時間以上  2.56 1.27  0.92  2.19 0.37 

世帯年収別            

300 万円未満  2.53 0.89  0.94  1.83 0.70 

300 万円以上 500 万円未満  2.42 1.05  0.95  2.00 0.42 

500 万円以上 700 万円未満  2.51 1.39  0.78  2.17 0.34 

700 万円以上 1,000 万円未満  2.54 1.32  0.89  2.21 0.33 

1,000 万円以上  2.51 1.06  1.05  2.11 0.40 

 

 


